平成２０年度各委員会活動方針

＜第1種＞
＊根室社会人サッカーリーグーの運営。道東ブロックリーグの運営
＊各種全道大会予選の開催（全国クラブチーム選手権、全道社会人サッカー選手権大会、全日本フットサル選手権大会、全道フットサル選手権２００９）。
＊全道社会人選抜サッカー大会に伴う、セレクションおよび大会参加。
＊登録外チームの把握と大会参加の促進。
＊ファミリー拡大のための周知、啓発運動。
＜第2種＞
＊根室管内７校のサッカー部の活動を支援し、生涯にわたってサッカーを楽しむ態度を育てる。

＊大会運営を円滑に行ない、各種大会の充実・発展を目指す。

＊根室管内リーグ戦などを実施し、選手の試合経験を増やすことで、チーム力の向上を目指す。

＊1種、3種と連携を図り、一貫した指導体制の確立をめざすとともに、根室管内のサッカーの発展を目指す。
＜第3種＞
＊羅臼が参加できるように、出場人数や対戦形式を柔軟に対応する。春季リーグは中標津、羅臼、別海地区と根室地区の２ブロックで進めることも検討。
＊審判資格、指導者資格の取得と保持者の上級へのステップをお願いする。

＊道東ブロックトレセンは釧路・根室地区で選考会を行ない参加。交流大会には根室地区として参加。

＊技術・強化に関しては距離の壁があるため、根室、別海、中標津、羅臼各ブロックでのトレセンおよび強化活動、ブロック対抗戦も今後検討。
＜第4種＞
＊加盟チーム増に向けた活動の強化。加盟促進のためフェスティバル等への積極的な参加を呼掛ける。
＊プレーヤーに対しよりよい試合環境を提供するため、審判委員会より審判員の派遣と指導者への審判講習会の実施。
＊選手のレベルアップのために、指導者講習会の受講を呼掛ける。
· ＜フットサル＞
· ファミリーフットサルフェスティバルの継続開催（ＪＦＡ・ピア杯）
· 各種委員会と協力して、フットサル地区予選（６大会）・フェスティバル（３事業）を実施
＜女子＞
＊トレセンをはじめ、合同練習、Ｕ－１２との連携などを強化し中学生になってもサッカーができる環境づくりを進める。

＊釧路教育大学女子チームとの合同練習の参加

＊釧路、根室地区のリーグ戦の参加
＜審判＞
＊ベーシックなことができる審判員の増加を目指す（普及）
＊強化指定審判員の増加を目指す（強化）
＜強化技術＞
＊地区と地域（各市町）の両面からトレセン活動を検討、各市町のチーム数は少ないため、種別を越えた交流を検討していく、サッカー人口は他地区協会に比べまだまだ少ないため、いかに長続きさせながらレベルアップを図っていくかも大切である。
＜普及指導＞
＊今年度もこれまで同様にキッズカテゴリーを対象にした事業を積極的に行なっていく
＜シニア＞
＊本年度は継続してシニア8人制【かに三昧】サッカーフェスティバルとシニアフットサルを充実さ
せる。特にシニア8人制は参加募集範囲を道東に広めることを検討し、広く交流を図りたい。

＊新規事業としては1種リーグと共催でシニアリーグを発足させたい。

これに合わせて、ＪＦＡ個人登録を1種から分離させ、シニア登録の促進を図りたい。
＜ファミリー拡大＞

＊ファミリー拡大のための具体的活動の展開（イベントの参加など）
＊ホームページの活用およびＰＲ。

